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付録 
質疑応答（一部抜粋） 

 

久保:   グラントさんの発表に出てきた swarm（群れ）と［田中先生の］ゾンビとい

うのはかなり違うものではないかと感じました。swarm の場合は、意識がないと

いうことがあまり関係ないのではないかと思うんです。両者の違いについてはど

うお考えですか？ 
オオツキ:   久保さんが言うとおりに、確かに swarm には意識というのはあまり関係

ないと思います。どちらかというと、swarm の中に、あるいは、swarm になり得

るような行動をしている中から、意識らしいものが生まれるというような見方で

良いかと思います。ここから英語に切り替えます。 
（日本語訳）おそらく、意識と群れから生成する形式についての私たちの捉

え方と、この背景的な世界、つまりより広いコスモロジー――それはかつて一神教の

神だったわけですが、今ではそうではありません――について考えうることとの間に

は、深いつながりがあると考えられます。しかしそこにはある種の集合的な行動や団

結、あるいは別のそういったものを支える存在も未だ残っているでしょう。ここで私

が指摘したかったポイントとは、それを背景的世界と呼ぶにせよ、意識と呼ぶにせよ、

意識的なものである必要はないということです。それはアイデンティティであるとか、

自身について自覚している性格的なものであるとか、そういったものである必要はあ

りません。そしておそらく知覚が私にとって興味深いのは、知覚というものがなんら

かの社会的なもの、つまり全き固体化が起きるその瞬間以前に介入してくる関係性と

いうものを提示してくれるからです。パオロ・ヴィルノは、前-個体基質について語っ

ていますが、彼はそれをマルクスにおける類的存在と比較し、知覚もその部分であっ

て、言語とは私たちの個体化の始まりであると論じています。言語自体が私たちを個

にするわけではなく、言語を実践する中で私たちは個体化するということです。これ

についての彼の考え方は間違っていないと思いますが、一歩さらに知覚の領域へと立

ち戻ることもできるのではないでしょうか。知覚と、私たちが周囲の世界を当然のも

のとして経験する仕方とは、私たちが個体化する上で通る道の一つであり、それはま

た他者と互いに差異化する過程に通る道でもあります。しかし同時に、おそらく、私

たちが互いに親近性を感じることができる様態、つまり、――それをこの時点で意識

と呼ぶことはおそらくできないでしょうが――そこにはある種の個体化があって、そ

れは、私たちが単に言語ではなく知覚についても考えることによって可視化、あるい
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は追跡可能なものになるのではないでしょうか。 

 

 




